
奈良市埋蔵文化財調査センター速報展示資料Nα46

こしがたな くつわ

平氏隆盛の頃の腰刀と轡

奈良市西大寺南町(腰 刀)杏 町 ・法連町(轡)

2011年 度に保存処理を行った腰刀2本 と同じ頃

に使われていた轡(馬 具の一つ)を 紹介 します。

いずれ も武家政治へ移行 してい く平安時代後期の

12世 紀頃の資料です。

1.腰 刀(写 真 ・第1図)

平安時代の終わ り頃になると、成人男性 は腰刀

を身につけるようになっていました。合戦用の長

い刀(太 刀)と 異な り、 日常生活に必要な万能利

器 として常に腰 に差 していた短い刀が腰刀です。

西大寺旧境内第23次 調査(西 大寺南町)の 土

坑墓内か ら中国産の青磁碗 ・皿 と共に出土 した鉄
つか

刀2本 は12世 紀 後 半 の もの で、 黒漆 塗 りの柄 と
さや

鞘 を装 着 した大小 の腰 刀 です(写 真 一1・2)。

大形 の腰刀(写 真 一1)は 、柄 の縁 が鞘 口の 中

のみくち ひつ

に収まる呑 口式です。鞘の表裏に方形の凹み(櫃)
さ げ お

が あ り、組 みひ も(下 緒)を 通 す た めの突 起
くりがた

(栗 形)も 片面 に見 られ ます。3条 の沈 線 を一 っ

の単位 とす る装飾 が柄 と鞘 に刻 まれ ています。 刀

身 は、 刃長37.9cm・ 茎11.1cm・ 刃 幅4.3cmで 、

1.3cmの 反 りが認 め られ ます。

一方
、小形 の腰刀(写 真 一2)は 柄 の縁 がU字

形 に丸 くつ く られ 、鞘 口に はそ の形状 に合 わせ た

半 円形 の創 りが あ ります。呑 口式です が、合 わせ

口は半 円形 とな ります。 大形 の腰 刀 と同様 に3条

の沈線 を一 つの単位 とす る装飾 が柄 と鞘 に刻 まれ

て いた もの とみ られ ます。刀 身 は、刃長18.4cm・

茎8.8cm・ 刃 幅2.8cmで 、反 りは み とめ られ ま

せ ん。
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第1図 腰刀の復元図(1/4)

これ らと柄 ・鞘の装飾がよく似た腰刀が三重県
く もつ しまぬき

雲出島貫遺跡の木棺墓か ら出土 してお り、12世 紀

末か ら13世 紀初頭頃に埋葬 された伊勢平氏 に関

わる人物 の墓 の副葬 品とみ られています。また、

ここでも西大寺旧境内の土坑墓 と同 じように中国

か らの輸入磁器が出土 しています。 これ らの輸入

磁器は、その頃に平氏が推進 した 日宋貿易で我が

国へ多量にもた らされた ものです。

2.轡(写 真 ・第2図)

轡は馬を制御するのに必要な器具で、頭部に固
おもがい たちぎき

定するための帯(面 懸)を 結ぶ輪(立 聞)が 付 く
かがみいた はみ た づ な ひ って

2枚 の鏡 板 ・馬 が くわ える街 ・手 綱 を結 ぶ引手 で

構 成 されて います。 平安 時代後期 の轡 の出土例 は

少 な く、極 めて貴重 です。

合 戦 が頻発 す る12世 紀 後 半 に使 用 され てい た

の が平城 京第157次 調 査(法 蓮町)の 井 戸か ら出

土 した轡(写 真 ・第2図 一3)で す。厚 さ0.3cm

の鉄板 を逆ハ ー ト形 の輪郭 に切 り抜い て鏡 板 をつ

く り、立 聞を鋲留 めす るのが特徴 です。 その形 が
ぎょ うよう

杏葉 に似 て い るの で、杏 葉轡 と呼 ばれ てい ます。

鏡 板 の大 き さは、 立 聞 を含 め た長 さ13.8cm・ 幅

9.6cmで す。 街 は2連 式 で長 さ17.9cm、 引 手 は

失 わ れ て い ま す。
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第2図 つくり方が違 う二つの鏡板(1/3)
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一 方
、平城 京第484次 調査(杏 町)の 井戸 か ら

出土 した轡(写 真 一4・5)は それ よ り少 し古

い11世 紀 後 半 の資料 です。 全 体 が残 る鏡 板(写

真 ・第2図 一4)は 径0.8cm前 後 の2本 の鉄棒 を

逆ハ ー ト形 にね じ り曲げてつ くられ ています。 立

聞 を含 め た長 さ11.8cm・ 幅9.3cmで す。2連 式
さび つ

の街 と引手 の一部 が錆着 いて います。街 の長 さは

17.25cmに 復元 で きます。 そ れ と共 に出 土 した鏡

板(写 真 一5)は 一部 を欠 い てい ます が、幅1.lcm・

厚 さ0.4cmの 細 長 い鉄 板 の上下 を縦方 向に切 り開
たんぞう

き鍛 造 して鏡板 と立 聞 をつ くって い る よ うです 。

大 き さは 立聞 を含 めた長 さ10cm前 後 ・幅7.6cmで 、

先述 の鏡板 よ りも一回 り小 さ くな っています。 つ

く りや大 き さが違 う鏡板 を組み合 わせ て一つ の轡

を構成 していた よ うです。

時期 の異 な る二つの轡 を比べ てみ る と、鏡板 の

つ く り方 に大 きな違 い が認 め られ ます。 立 聞まで

を一 体で鍛造 してつ くる轡(4・5)が 古 くか ら

あ り、鉄板 を切 り抜 い てつ くった鏡板 に立 聞 を鋲

留 めす る轡(3)が12世 紀 に な って新 しくあ ら

われ るこ とがわ か ります。

杏 葉轡 は絵 巻物 の合戦場 面 に少 な か らず描 かれ

て います ので、軍馬 用 に使 われ てい た と考 えて よ

い で し ょ う。 頻発す る合 戦 に備 えて多 くの軍馬 を

確保す るた めには、馬具 の量産 が必 要 とな ります。

轡(3)は つ くり方が簡 略化 されて いて、量産 に

適 した特徴 が見 て とれ ます。 また、 同時代 の装 飾

豊 かな轡 とも関連 し、形 の異 な る鏡板 に取 り換 え

て立 聞 を鋲 留 めす るだ けで別型 式 の轡 をつ くるこ

とがで きます 。多様 な轡 を規格化 す る こ とに よっ

て 、武家 政 治 へ と移 行 して い く12世 紀 後 半 に こ

うした馬具 が量産 され てい った とみ られ ます。
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